
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 ２  

新幹線くまもと創りプロジェクト地域推進本部について  



「新幹線くまもと創り」推進組織
～未来に続く県土づくりのために～

＜目　的＞

県としての戦略及びプロジェク
トの策定

＜目　的＞

未来に続く県土づくりのために取り組むべき戦略及びプロジェクトの策定

＜構　成＞

　　　　◆交通関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   ◆交流関係
　　　　　（県バス協会会長、ＪＲ九州熊本支社長等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県観光連盟会長、地域づくり団体熊本県協議会副会長等）
　　　　◆農林水産業・商工業関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　◆住みやすい熊本関係
　　　　　（県経済同友会代表幹事、県商工会議所連合会会長等）　　　　　　　　　　　 （日本青年会議所熊本ﾌﾞﾛｯｸ協議会会長等）
　　　　◆議会関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆行政関係
　　　　　（県議会議長等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（県市長会会長、県町村会会長、地域振興部長、商工観光労働部長等）
    （オブザーバー）
      地域振興局長及び熊本市企画財政局長

（本部長）　知事

Ⅱ　観光をはじめとし
　　た交流の促進

Ⅲ　くまもと農林水産
　　業・商工業の振興

Ⅳ　住みやすい熊本
　　の実現

Ⅰ　新幹線と連動する
　　交通体系の整備

新幹線くまもと創りプロジェクト推進本部 熊本の目指すべき姿
（目標）

庁内推進会議

＜構　成＞

戦
略
の
策
定

・来訪者にとって魅力ある熊本

○○地域推進本部

＜目　的＞

１１の地域毎に、地域戦略及びプロジェクトの策定

＜構　成＞

※関係行政機関、関係民間団体等の実務者等で構成。
◆交通部会【座長：○○○○】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆交流促進部会【座長：○○○○】

◆農林水産業・商工業振興部会【座長：○○○○】　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆住みやすい熊本実現部会【座長：○○○○】

幹事会

（事務局）
地域政策課

◆関係機関／団体
（商工会、観光推進協議会、バス事業者、広域連合、社会福祉協議会等）
◆住民
◆県／管内市町村
（市町村、警察署、教育事務所、地域振興局、県地域政策課等）

（地域本部長）（議長）副知事

（事務局）
地域政策課

※振興局関係課、 行政機関、各種団体の実務者等で構成。
＜例示＞
◆交通部会（バス事業者、タクシー事業者等）
◆交流促進部会（観光推進協議会、観光・物産協会等）
◆商工業・農林水産業振興部会（商工会、ＪＡ等）
◆住みやすい熊本実現部会（体育協会、地域づくり団体等）

ワーキング会議

地
域
戦
略
・
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
提
示

県
と
し
て
の
戦
略
・

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
提
示

戦略及びプロジェクト（案）の提示

（委員：各部局長）
総合政策局長、総務部長、地域振興部長、健康福
祉部長、環境生活部長、商工観光労働部長、農政
部長、林務水産部長、土木部長、教育長、警察本部
警務部長
（オブザーバー）
地域振興局長

※関係部(局)の政策調整審議員、関係課(総
   室)の審議員等で構成。
◆交通部会
◆交流促進部会
◆農林水産業・商工業振興部会
◆住みやすい熊本実現部会

ワーキング会議

県としての戦略（案）の提示

地域戦略（案）の提示

・住む者にとって魅力ある熊本

・働く者にゆとりある熊本

・アジアに向けた熊本

基本戦略

連携調整

連
携
調
整

連
携
調
整

○○地域の目指すべき姿
（目標）

地
域
戦
略
の
策
定

例）
・来訪者にとって魅力ある○○

・○○○○○○

・○○○○○○

熊本県東京事務所
　　〃　大阪事務所
　　〃　福岡事務所

　　連　携

　　連　携

１１地域（熊本地域、１０地域振興局）

＜役　割＞
・広報、宣伝
・誘客活動
・都市住民ニーズ調査等
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新幹線くまもと創りプロジェクト熊本地域推進本部設置要綱 

 

（目的） 

第１条 新幹線くまもと創りプロジェクト推進本部設置要綱第５条第１項の規定に基づき、

「新幹線くまもと創りプロジェクト熊本地域推進本部」（以下「地域推進本部」という。）

を設置する。 

２ 地域推進本部は、九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を見据え、行政及び民間団体が

共通認識のもと、連携して今後の熊本地域振興に関して協議するものとする。 

 

（業務） 

第２条 地域推進本部は、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）地域戦略の策定に関すること。 

（２）地域戦略に基づくプロジェクトの具体化及び推進に関すること。 

（３）プロジェクトの進行管理に関すること。 

（４）その他、上記目的の達成に関し必要と認められる事項。 

 

（地域推進本部） 

第３条 地域推進本部は、本部長、副本部長及び推進本部委員をもって構成する。 

２ 地域本部長は、必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、議題に関係す

る者を臨時に委員として会議に参加させることができる。 

３ 地域推進本部委員の任期は１年以内とし、再任を妨げない。 

４ 地域本部長は熊本市長をもって充てる。 

５ 地域本部長は地域推進本部を主宰し、これを召集する。 

６ 地域副本部長は、地域本部長が委員の中から指名して定める。 

７ 地域副本部長は、地域本部長を補佐し、地域本部長不在の時は、その職務を代理する。 

 

（部門別会議） 

第４条 地域戦略及びプロジェクトに関して協議するため、必要に応じて部門別会議を置

くことができる。 

２ 部門別会議は、当該部門に関係する職員及び地域本部長が必要と認める民間の関係者

その他の者で行う。 

 

（事務局） 

第５条 地域推進本部の事務局は、熊本市企画財政局企画広報部企画課及び熊本県地域振

興部地域政策課に置く。 

 

（雑則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、地域推進本部の運営に関し必要な事項については

地域本部長が別に定める。 

 

附則 

 この要綱は、平成１７年８月１０日から施行する。 

「新幹線くまもと創りプロジェクト 熊本地域推進本部」委員名簿 

 

 
 分 野 団 体 名 職 名 氏 名 会 社 名 

1  本部長（熊本市） 熊本市長 幸山政史  

2 商 工 熊本商工会議所 会頭 中尾保德 
㈱鶴屋百貨店 

代表取締役会長 

3 商 工 熊本商工会議所 

副会頭 
(産業活性化委員

会・熊本駅周辺整

備事業特別委員会

担当) 

森正臣 
㈱肥後銀行 

代表取締役専務取締役 

4 商 工 
熊本商工会議所 

中心市街地活性化委員会 
委員長 高畠宏一 

西日本電信電話㈱熊本支店 

理事支店長 

5 商 工 
熊本商工会議所 

熊本駅周辺整備事業特別委員会 
委員長 足立國功 

熊本ソフトウェア㈱ 

代表取締役社長 

6 商 工 熊本経済同友会 副代表幹事 大久保太郎 
フンドーダイ㈱ 

代表取締役社長 

7 商 工 
熊本経済同友会  

インフラ部会 
部会長 眞部利應 

九州電力㈱熊本支店 

執行役員支店長 

8 商 工 熊本青年会議所 理事長 副島健史 
㈱香梅  

取締役副社長 

9 商 工 熊本青年会議所 監事 吉田佳樹 
㈱吉田屋海苔  

専務取締役 

10 商 工 熊本県商店街振興組合連合会 

新市街商店街振

興組合 

理事長 

窪寺雄敏 
三和文化企業㈱ 

代表取締役会長 

11 観 光 肥後つばき会 会長 小山玲子 
丸小ホテル  

女将 

12 観 光 熊本市物産振興協会 会長 杉武男 
㈱杉養蜂園 

代表取締役会長 

13 交 通 九州旅客鉄道㈱ 

総合企画本部経

営企画部 

担当部長 

宮崎正純  

14 交 通 (社)熊本県バス協会 
乗合バス業務委

員長 
北村博治 

熊本バス㈱  

常務取締役 

15 農 業 熊本県農業協同組合中央会 営農担当部長 町北了三  

16 文 化 熊本県文化協会 専務理事 大江捷也 作詞家 

17 教 育 
熊本県内大学等コンソーシアム 

設立準備委員会 
委員長 辻幸一 

崇城大学  

理事(事務局長) 

18 地域振興部 部長 鎌倉孝幸  

19 商工観光労働部 部長 島田万里  

20 

熊本県 

土木部 部長 松原茂  

21 企画財政局 局長 今長岳志  

22 経済振興局 局長 岡本安博  

23 都市整備局 局長 松本富士夫  

24 

熊本市 

都市整備局熊本駅周辺整備事務所 所長 千葉忠  

－２－



 

熊本地域戦略の基本的考え方について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊本地域推進本部の基本戦略（案） 
基本戦略 中心市街地の活性化 行政・業務機能の集積 都市圏域の連携によるまちづくり 

〈経済、交流、文化、拠点都市の形成〉 〈行政、経済、文化拠点都市の形成〉 〈経済、生活、交流拠点都市の形成〉 

めざす方向と 
取り組み 

くまもとの顔づくり 
・熊本の顔にふさわしい中心

市街地の魅力の創出 
 

くまもとの玄関（熊本駅周辺）づくり 
・熊本の陸の玄関口にふさわしい熊本

駅周辺の魅力の創出 
 

オフィス機能等拠点性向上 
・熊本都市圏内への企業オフィスなど（国機関や文化芸術関係

を含む）の誘致等による行政・業務機能の集積（広域を管轄

する国出先機関や企業事業所等の集積による中枢管理機能

向上） 
 

都市圏交通の強化 
・基幹交通の強化等 

広域連携によるまちづくり 
・住民サービスの向上や都市生活基盤

整備 
・連続立体交差完成後をにらんだ都市

開発 
・都市圏域内観光ネットワークの形成 

検討項目（想定） 
（具体的プロジェクトの協議） 

・都心部と熊本駅周辺部との連携と役割分担 
・賑わい創出に向けての都市機能の導入 
（魅力を高める施設・文化・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ） 
・行政や経済団体等の活性化振興策 
・築城 400年を契機とした PR・観光対策 

・熊本都市圏オフィス等機能拠点性向上方策（仮称）の策定 
 （重点的な業種業態、効果的な優遇措置、誘致手法、行政と

民間の連携等からなる企業オフィス等の立地促進等） 
 

・都市圏全体の一体性、連携強化によるまちづくり等 
・熊本都市圏の公共交通ネットワークの整備の方向性と都市圏交通に

かかる個別プロジェクト等 
・新幹線開業を見据えた熊本都市圏の目指すべき方向性の検討 

交流人口拡大 ◎ ◎（ビジネス交流） ◎ 
定住人口増加 ○（まちなか居住・駅西区画整理等）  ◎ 効

果 

雇用確保・拡大 ○ ◎  

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業 

◇ 

時
間
距
離
短
縮 

◇ 

都
市
間
競
争
の
激
化 

新幹線くまもと創りプロジェクト 
～未来に続く県土づくりのために～ 

・
マ
イ
ナ
ス
面
の
抑
制 

・
プ
ラ
ス
面
の
促
進 

基本戦略 
Ⅰ 新幹線と連動する交通体系の整備 
Ⅱ 観光をはじめとした交流の促進 
Ⅲ くまもと農林水産業・商工業の振興 
Ⅳ 住みやすい熊本の実現 

社会経済情勢の変化 
◇ 成熟社会・・・人口減、少子高齢化等 
◇ 分権社会・・・市町村合併、道州制議論 
◇ 国際化・IT 化・・・アジアシフト、企業、官
公庁の合理化 

プラス面 

マイナス面 

九州における 
熊 本 地 域 の 
拠 点 性 向 上 

経済 

行政 

交流 
（観光含む） 

文化 

生活 

（行動圏域拡大） 

・利便性の向上 

・観光客の増加 

・企業活動の活発化 etc. 

（ストロー現象） 

・買い物客の流出 

・事務所等の撤退 etc. 

 

九
州
の
連
携
軸
形
成 

熊本の強みを活かす 
◇ 地理的優位性 
◇ 半導体関連企業等の集積 
◇ 自然環境等良好な生活環境 

※ワーストなシナリオ → 福岡一極集中の加速、熊本の埋没 

熊本市まちづくり戦略計画（ターゲット３） 
「人々が集う元気なまち」 

～拠点性をさらに高めるまちづくり～ 

熊本地域の発展方向（県総合計画） 
「雄

ゆ う

の郷
く に

づくり」 
～県勢の更なる発展核と九州の中核拠点の形成～ 

相互に関連 

※ベストなシナリオ  → 九州の連携軸の強化、九州全体の均衡ある発展 
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ねらい 部門別会議等からの意見
＜事業主体＞

熊本駅周辺の活力創造 県民から駅周辺に望まれ、賑わいの創出に寄与する都市機能の導入

・公共基盤整備を踏まえた民間投資を醸成していくための事業戦略の構築 ■民間と公共側が共同して検討を行っていくことが非常に重要

・新幹線開通効果を拡大させる（熊本駅経由の広域的な観光流動を拡大し、関連する都市機能立地を促進する） ■観光面では交通アクセスに関する多様な機能の強化が重要

・東Ａ地区へ先導的な都市機能を導入し、まちづくりの起爆剤として取り組む ■総合的な情報発信機能の整備が必要（例えば県産品市場では食材や食文化を含む）

■利用者は観光客等に限定せず、地元住民や市民の利用も視野に置くことが必要

■東Ａ地区の再開発で想定している機能との調整が必要

＜事業主体＞

・

　

　

＜事業主体＞

・

　

　

　

＜事業主体＞

　

　

　

　

民間主導を念頭に場合により公
共側が関与する

プロジェクト
くまもとの玄関づくり

熊本の陸の玄関口にふさわしい熊本駅周辺の魅力を創造するために、民間都市機能の誘導を目的に、民間と行政が一緒になって、県民、市民の視点から、何が望まれ、また賑わ
いの創出に寄与するか検討していく。

プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　の　内　容
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